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クイズあります

ブランディングで東北の観光の再生を

平林　千春 先生
東北芸術工科大学大学院仙台スクール　教授
（マーケティング論）

社会的な権利としてのフランスの観光

「気」になる「氣」・・・当社は言葉を組版する職業として、漢字の本来の成り立ちである「本字」を大切に
したいという思いがあり、社名に使われる本字の「氣」を使用することでその思いを表しています。

Web版は随時更新中！

http://www.manabinome.com
まなびのめ│ 検索
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佐藤曜　川又進　伊藤秀平　齋藤麻実　菅野耕平　三上志穂
オブザーバー：笹氣義幸　只野俊裕　寺田征也(東北大学大学院)

「まなびのめ」
編集部

これからの主な「学び」イベント39件掲載！

この印刷物はグリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工場が印刷
した環境配慮商品です。用紙は責任をもって管理された森林から作られたFSC®認証紙を使用し、イ
ンキは環境にやさしい植物油インキを使用しています。

名著への旅　『1984年』 (ジョージ・オーウェル）

成澤　広幸 先生
仙台青葉学院短期大学　ビジネスキャリア学科副学科長・教授
（観光学）

第22回 名著への旅
『1984年』
  ジョージ・オーウェル 著 
  早川NV文庫
（1972年2月15日　初版発行）

　1984年 4月4日
　ウェリントンが日記に書いた、記念すべき一言である。
　物資不足と絶え間ない戦争で荒廃しつつある1984年のロン
ドンは、厳格な統制が敷かれた社会。主人公のウェリントンは、
真理省という役所で記録の改竄を仕事としているが、自分の境遇
に不満を持ち、危険行為である日記を始める。その後は様々な
活動に手を染め、未来に希望を見出すものの、最後は捕縛され、
「治療」の果てに、自分に嘘をついていないと確信しながら、嘘
をつくようになってしまう。自分自身をも改竄したのである。
　「1984年」は、一般に全体主義や管理社会の恐怖を書いたと
される、古典的サイエンス・フィクションである。言葉遊び好き
な著者が、二重思考、ニュースピーク、101号室といった聞き
なれない単語をふんだんに使いつつ、埃っぽく薄汚れた世界を描
き出す。
　こう書くといかにも読み難く思われるかもしれない。ソ連が前
世紀のものとなり、題材に古めかしさを感じる方もいるかもしれ
ない。しかし読み終えると、私達がいつも隣り合わせているもの
が垣間見える氣がして、不思議に合点がいく一冊である。     （伊）

2013年10月5日発行予定

次 号
テーマ   ：　　「女性のチカラ」　　「女性のチカラ」

おじゃまします
学びの庭に

QRコードから
アクセス！

日程：2013年 10月 18 日 (金)・19 日 (土)
　　　9:30 ～ 16:00
場所：笹氣出版印刷株式会社内

笹氣出版印刷株式会社では毎年「文字・活字文化の日」にちなみ、
皆様に広く文字・活字や印刷のことにふれていただけるイベント
を開催しております。
今年も下記日程で開催しますので、ぜひ奮ってご参加ください。

fureaiday@sasappa.co.jp

「学び」イベント情報 募集中!!

掲載料は無料です。

研究者の皆様が市民へ向けて行なっている公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！
研究者の皆様が市民へ向けて行なっている公開講座や
シンポジウム等の情報提供をお待ちしております！

9月  1日 （日） 第 11 回日本臨床腫瘍学会学術集会市民公開講座
「いのちと向き合う―がんと私たちの関わり―」
特別講師　菅原　文太　他

電力ホール

13:30 

▲  

16:00

T el   022-717-8599 第 11 回日本臨床腫瘍学会学術集会・NPO 法人東北臨床腫瘍研究会
http://www.t-core.jp

場　所

主催者

URL

問合先

9月  5日 （木）～ みやぎ県民大学「デザイン思考と事業
創造」（全 4 回）
講　師　権　奇哲（東北大学大学院経済学研究科教授）他

東北大学　エクステンション教育研究棟

18:00 

▲  

20:00

T el   022-217-6265 宮城県教育委員会・東北大学大学院経済学研究科
申込期間　8 月 1 日（木）～ 8 月 30 日（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

9月  6日 （金） ～みやぎ県民大学「口の働き―食を楽し
むために―」（全 4 回）
実施機関　東北大学大学院歯学研究科

東北大学大学院歯学研究科 50 名

14:00 

▲  

16:00

T el   022-717-8248 宮城県教育委員会・東北大学大学院歯学研究科
申込期間　8 月 2 日（金）～ 8 月 23 日（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

9月  7日 （土） 館長講座「東北古代史を学ぶ」（全 15 回）

講　師　今泉　隆雄（東北歴史博物館館長）
東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲  

15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
7 ～ 12 月まで月 2 回開催中

場　所

主催者

備　考

問合先

9月  7日 （土） ～みやぎ県民大学「ムセない食事するため
に～高齢者の摂食嚥下と対応～」（全 4 回）
実施機関　東北文化学園大学

東北文化学園大学 50 名

10:00 

▲  

12:00

T el   022-233-3451 宮城県教育委員会
申込期間　～ 8 月 24 日（土）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

9月11日 （水） ～  みやぎ県民大学
「植物形態学あれこれ」（全 3 回）
実施機関　尚絅学院大学

尚絅学院大学 60 名

12:50 

▲  

14:20

T el   022-381-3315 宮城県教育委員会・尚絅学院大学
申込期間　8 月 1 日（木）～ 9 月 10 日（火）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

9月14日 （土） 認知症について言語聴覚士からの提言（学都仙台
コンソーシアム・サテライトキャンパス公開講座）
講　師　神山　政恵（東北文化学園大学医療福祉学部リハビリテーション学科准教授）

市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール

13:00 

▲  

14:30

T el   022-233-3451 学都仙台コンソーシアム・東北文化学園大学
申込締切　9 月 9 日（月）

場　所

主催者

備　考

問合先

9月27日 （金） 東北大学サイエンスカフェ　第 96 回：カ
レーの成分クルクミンが先導する創薬研究
講　師　岩渕　好治（東北大学大学院薬学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00 

▲  

19:45

T el   022-217-4977 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

9月28日 （土） ひらめき☆ときめきサイエンス「超伝導っ
てなに？～結晶構造から解明しよう！～」
講　師　内山　哲治（宮城教育大学）

宮城教育大学　物理学第一実験室 20名（中学生、高校生）

10:00 

▲  

17:00

T el   022-214-3931 宮城教育大学
申込締切　9 月 13 日（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

9月29日 （日） 市民公開講演会「日本化学会東北支部 70
周年記念特別講演」（英語）
講　師　Ada E. Yonath（ワイツマン科学研究所教授）他

東北大学　川内萩ホール

13:00 

▲  

18:10

T el   022-224-3883 公益社団法人　日本化学会東北支部
http://tohoku.chemistry.or.jp/H25toku.pdf

場　所

主催者

URL

問合先

これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容に変更がある可能性がありますので、詳しくは各問
合先へご確認ください。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など詳細は Web 版に掲載し
ております。ぜひご覧ください。

7
JUL

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

9
SEP

7月13日 （土） ～7月14日 （日） みちのくウイルス塾（日本ウイルス学
会後援第 12 回ウイルス学夏の学校）
講　師　本間　守男（神戸大学名誉教授）他 6 名

仙台医療センター　管理棟 3 階大会議室 7/14は9:00～12:00

13:00 

▲  

17:00

T el   022-293-1173 仙台医療センター・ウイルスセンター
http://www.snh.go.jp/Subject/26/juku/

場　所

主催者

URL

問合先

備　考

7月19日 （金） 市民公開講座「制御工学の発展とロボッ
ト・メカトロシステムの実用化制御技術」
講　師　丸山　次人（東北工業大学工学部知能エレクトロニクス学科教授）

東北工業大学一番町ロビー　4F ホール

18:30 

▲  

20:00

T el   022-723-0538 東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

7月20日 （土） 「睡眠改善プロジェクトとうほく」講演会
（気仙沼会場）

講　師　福田　一彦（江戸川大学社会学部人間心理学科学科長）他
気仙沼市民会館　中ホール 250 名

13:00 

▲  

T el   022-233-3451 東北文化学園大学
http://www.tbgu.jp/univ/?page_id=818

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

7月20日 （土） みんな大好きハムスター　～ハムスターは研究に役立つ～
（学都仙台コンソーシアム・サテライトキャンパス公開講座）
講　師　須田　義人（宮城大学食産業学部准教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 50 名

13:00 

▲  

14:30

T el   022-377-8414 学都仙台コンソーシアム・宮城大学
申込締切　7 月 17 日（水）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

7月20日 （土） 論理と数学と計算機の不思議な関係～ゲーデルの不完全性定理と計算機
プログラム～（学都仙台コンソーシアム・サテライトキャンパス公開講座）
講　師　須栗　裕樹（宮城大学事業構想学部教授）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 50 名

15:00 

▲  

16:30

T el   022-377-8414 学都仙台コンソーシアム・宮城大学
申込締切　7 月 17 日（水）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

7月20日 （土） あなたの血管の「加齢」を考えましょう＝世界の中の日本人の
血管（学都仙台コンソーシアム・サテライトキャンパス公開講座）
講　師　山家　智之（東北大学加齢医学研究所教授）他

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

17:00 

▲  

18:30

T el   022-795-3925 学都仙台コンソーシアム・東北大学
申込締切　7 月 13 日（土）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

7月21日 （日） 特別展「考古学からの挑戦―東北大学考古学研究の
軌跡―」記念講演会 　「東北大学考古学研究の軌跡」
講　師　藤沼　邦彦（元弘前大学教授）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30 

▲  

15:00

T el   022-368-0106 東北歴史博物館
http://thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

7月12日 （金） 東北大学リベラルアーツサロン第 24 回：
シェイクスピアのせりふ術
講　師　岩田　美喜（東北大学大学院文学研究科准教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00 

▲

 19:45

T el   022-217-4977 東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

7月13日 （土） 公開講座「人間とは何か―神、自然との
関係において―」
講　師　北　博（東北学院大学文学部総合人文学科教授）他

東北学院大学土樋キャンパス　8 号館 3 階　第 3・4 会議室

13:00 

▲  

15:45

T el   022-264-6401 東北学院大学文学部総合人文学科
http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先



「学び」イベントに行ってきました
参加体験記

　伊藤若冲という名前だけは知っていたのですが、今まで大きな関心を持たず
にいました。そんなおり、人づてに展覧会の観覧券をいただき、「無料なら」
と観て来ました。
　日本画にはお堅い印象があったのですが、この展覧会は全く違いました。動
物や町の人々が、生き生きと描かれています。見ているこっちもワクワク、心
浮き立つ感じです。虎や猿の絵では、輪郭を線で書くのではなく、毛を一本一
本書き、それを何百本と連ねることで表しています。びっくりするほどふんわ
りです。近寄ってジロジロ見てしまうくらいの精細な描きこみ。素人の私でも、
なんかすごいなあ、と感心してしまいました。
　東日本大震災復興の応援という想いもコンセプトにあるようで、小さい子で
も楽しめるような工夫が随所にされていたことも好感触です。展覧会といえば、
静かなところでゆっくり鑑賞という風情が多いですが、こういう展覧内容を観
ていると、ワイワイがやがや、ああでもないと賑やかに絵を観るのも良いかな
と思ってしまいました。
　思わず画集も買ってしまうほど、実に印象深い展覧会でした。眼福です。

（仙台市宮城野区・男性　ごぼう）

　子どもたちがはじめて出会う絵本。はじめて接するからこそ本物の美術に触れ
てもらいたい。月刊絵本「こどものとも」はそうした理念のもとに生まれました。
　そして宮城県美術館の絵本原画コレクションは 10,670 枚を数え、今回は
320 枚の原画をみることが出来ます。
　大勢の人が鑑賞されているなかギャラリートークの時間で学芸員の菅野さん
のお話を聴くことが出来ました。
　印刷した絵本を見ただけでは解らない貴重なお話です。例えば山脇ゆりこの
原画にだけある、ぐりとぐらのたまごをどう運ぶか相談しているシーンのこと。
中谷千代子のジオジオのかんむりは、初めは水彩で描かれたが麻布の質感を大
事に本来の油絵にしたら数段良くなった等。関野準一郎のうしかたとやまうば
は、水面の表現に木目そのものを使う等版画を知り尽くした作者ならではの技
法である事。なかのひろたかのちょうちんあんこうは、うすい色を尋常じゃな
いぐらい重ね塗りしあの深みのある色合いにしているとか…感激！！
　話には出ませんでしたが、私が一番魅かれたのは田島征三のふるやのもり、
泥絵具を用いた黒と白の濃淡で力強く描かれ、絵本からは想像もつかない大き
な作品で圧倒されました。それが原画の魅力なのかもしれません。

（太白区　さらんくん）

 ■ 若冲が来てくれました─プライスコレクション 江戸絵画の美と生命─

< 宮城県美術館ギャラリートーク >
 ■ はじめての美術「絵本原画の世界」

講師　宮城県美術館学芸員 菅野　仁美　氏
2013 年 5 月 11 日（土）14 : 00 ～　宮城県美術館

2013 年 3 月 1 日（金）～ 5 月 6 日（月）　9 : 00 ～ 16 : 45　仙台市博物館

　「エネルギーの地産地消」は考えさせられますね。自家発電のコストも考
えると無理な生活なので興味深いです。� （宮城郡利府町・55 歳　男性）

　みやぎ婦人会館に遊びに行った時、息子が何氣に持って帰って来たのが
『まなびのめ』でした。イベント大好きな私の知らないイベントが載ってい
たので、ワクワクしました。これからもチェックしてみようと思います。�  
� （仙台市宮城野区・36 歳　女性）

　興味があるものに参加できて楽しいです。仙台の歴史について知りたいです。
� （仙台市宮城野区・44 歳　女性）

　昔教壇に立っていた時、興味を引くために一生懸命キャラクターなどを
作っていました。今はそんな手作りのものは殆どないでしょうね。あれは
あれで興味を持ってくれた時の子供たちの顔は忘れられないなあ。

（仙台市泉区・41 歳　男性）

　いっぱいのイベントがあることを知ってとても参考になります。私も震災
で全壊で野蒜から名取に住んで 1 年になりました。地元に帰ると心が痛みま
すが、家族のために孫のためにと、なんとか元氣でいたいと思います。やは
り仙台市内はいろいろおもしろいものがあって楽しいです。大学の先生のお
話を聞けることなどなかなか出来ないのでぜひ足を運びたいと思います。�

（名取市・64 歳　女性）

　「学び」に特化したイベント情報誌、ということで、今までありそうでなかっ
た冊子だと興味深く拝見させていただきました。宮城県内でこれだけの知的
なイベントが催されていたことに驚くと同時に、もっと様々な物事について
触れたり考えたりする機会を自分から持っていかなければな、と反省もさせ
られました。またふたりの先生のお話も、未来へ向けての新しい試みを研究
されている方々の存在や活動を知ることができ、少し希望を見出せた氣がし
ました。社会の状況や変化に応じて、その社会に適した新しい教育やエネル
ギー供給のあり方が確立されていくことを願ってやみません。�

（仙台市太白区・37 歳　女性）

　名著への旅で紹介されていた、「読書と社会科学」の内容を読み、興味深
いなぁと思いました。� （黒川郡富谷町・23 歳　女性）

　孫を預かっているため、なかなか講演会等には出かけることができませ
ん。「まなびのめ」を読むことで、少しでも学びたいと思っています。

（仙台市宮城野区・62 歳　女性）

第20号 「未来」

その他のお便りは Web 版でご覧いただけます。

読者の声 読者の声 第 20 号にもたくさんの
おたよりが届いていま
す。ほんの一部をご紹介。

「まなびのめ」第20号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。正解者の中から抽選で3名様に図書カードが当たります
ので、奮ってご応募ください！！ ※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　仙台の小中学校の教室にあるデジタルテレビのサイズは？
答え　50インチ

Q.2　東北大学大学院環境科学研究科を象徴する木造校舎の名称は？
答え　エコラボ

第20号

クイズの正解発表！！

「参加体験記」「参加体験記」募集中！募集中！参加体験記

読者の皆様が参加された「学び」イベントの感想やレポートをお待ちしています。
◎投稿先「まなびのめ」編集部　はがき・FAX・E-mailにて受付。
   Webからも応募できます。
◎採用させていただいた方に粗品を進呈いたします。
　※なお、採用の可否は編集部に一任いただきます。

粗
品

進
呈

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）

第 21号・夏／「破菖蒲」（ha syo-bu）

7月21日（日）～10月20日（日）平成 25 年度企画展 開館 20 周年記
念「資料が語る町の歴史と文化財」

七ヶ宿町水と歴史の館

9:30

▲

16:30

Tel 0224-37-2739七ヶ宿町水と歴史の館
場　所

主催者 問合先

7月26日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 94 回：日本
食は長寿食！？～伝統的日本食のススメ～
講　師　都築　毅（東北大学大学院農学研究科准教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

7月27日（土）ひらめき☆ときめきサイエンス「私たちクラゲ研
究隊～生命の始まりと不思議な光を観察しよう～」
講　師　出口　竜作（宮城教育大学）

宮城教育大学　理科実験棟 24 名（中学生）

10:00

▲

17:00

Tel 022-214-3931宮城教育大学
申込締切　7 月 12 日（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

7月27日（土）第 12 回東北労災病院市民講座
「人工内耳の両側装用」

講　師　大山　健二（東北労災病院副院長・耳鼻咽喉科部長）
東北労災病院　1 階ロビー

13:00

▲

15:00

Tel 022-275-1467東北労災病院
http://www.tohokuh.rofuku.go.jp/info/?p=1688

場　所

主催者

URL

問合先

7月29日（月）国宝・大崎八幡宮『仙台・江戸学』第 7
期「大崎八幡宮の流鏑馬」
講　師　菊地　優子（元岩出山町史編さん専門員）

大崎八幡宮　祭儀棟 100 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-234-3606『国宝大崎八幡宮　仙台・江戸学』　実行委員会
受講料　1,000 円

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

8月  3日（土）記念講演会「近江の霊場と信仰世界」

講　師　佐藤　弘夫（東北大学大学院文学研究科教授）
仙台市博物館　ホール 200 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
申込締切　7 月 19 日（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

8月  4日（日）ひらめき☆ときめきサイエンス「音声会話も手話もで
きない人と話をするにはどうしたらいいでしょうか？」
講　師　水谷　好成（宮城教育大学）

宮城教育大学　理系第二学生実験室 25名（小学5・6年生、中学生）

10:00

▲

15:30

Tel 022-214-3931宮城教育大学
申込締切　7 月 23 日（火）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

8月  4日（日）特別展「考古学からの挑戦―東北大学考古学研究の
軌跡―」記念講演会 　「東北の古墳文化と古代史」
講　師　伊藤　玄三（法政大学名誉教授）

東北歴史博物館

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

8月  7日（水）市民公開講演「一人ひとりを忘れない～
おもかげ復元師の震災絵日記～」
講　師　笹原　留似子（株式会社 桜　代表取締役・復元納棺師）

仙台国際センター　大会議室 2 階「橘」

14:00

▲

15:30

Tel 022-722-1311日本看護学教育学会第 23 回学術集会
http://www2.convention.co.jp/jane23/

場　所

主催者

URL

問合先

8月  8日（木）東北大学女子学生入学 100 周年記念シンポジウム～リケ
ジョの 100 年から未来の女性リーダー育成に向けて～

東北大学川内キャンパス　マルチメディアホール

13:00

▲

17:00

Tel 022-217-4811東北大学・東北大学男女共同参画委員会
http://www.morihime.tohoku.ac.jp/100th/

場　所

主催者

URL

問合先

8月10日（土）しろ・まち講座「近江巡礼　滋賀の風景
と文化財の魅力」
講　師　酒井　昌一郎（仙台市博物館学芸員）

仙台市博物館　ホール 200 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
http://www.city.sendai.jp/kyouiku/museum/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

8月19日（月）～みやぎ県民大学「地球にやさしいエネルギーと環境・省
エネルギー技術～太陽電池・半導体・超伝導～」（全 4 回）
実施機関　東北大学金属材料研究所

東北大学金属材料研究所　2 号館講堂 50 名

18:00

▲

19:30

Tel 022-215-2181宮城県教育委員会
申込期間　～ 8 月 2 日（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

8月24日（土）せんだい文学塾「12 年目の作家生活」

講　師　佐川　光晴（野間文芸新人賞、坪田譲二文学賞作家）
仙台市福祉プラザ　11 階　第一研修室 75 名

16:30

▲

18:30

Tel 080-6013-5008せんだい文学塾運営委員会
http://sites.google.com/site/sendaibungakujuku/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

8月25日（日）特別展「考古学からの挑戦―東北大学考古学研究の軌跡―」
記念講演会 「縄文人骨が語るもの」
講　師　百々　幸雄（東北大学名誉教授）

東北歴史博物館

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

8月28日（水）～みやぎ県民大学「私たちの食料と健康
と環境」（全 5 回）
実施機関　東北大学大学院農学研究科

東北大学農学部　第 1 講義室 70 名

13:30

▲

15:30

Tel 022-717-8609宮城県教育委員会
申込期間　7 月 8 日（月）～ 8 月 9 日（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

8月28日（水）～みやぎ県民大学「誠真短大開放講座」
～いやしの学び～（全 6 回）
実施機関　宮城誠真短期大学

宮城誠真短期大学　講義室 50 名

13:30

▲

15:30

Tel 0229-23-3220宮城県教育委員会
申込期間　7 月 8 日（月）～ 8 月 23 日（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

8月30日（金）東北大学サイエンスカフェ　第 95 回：ネット選
挙解禁！？ なにが変わり、なにが変わらないのか
講　師　河村　和徳（東北大学大学院情報科学研究科准教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

8月31日（土）2013 年度ジェンダー講座「公開：教育と
ジェンダー～ジェンダーの刷り込み」
講　師　遠藤　恵子（山形県立米沢女子短期大学学長）

エル・ソーラ仙台　大研修室（アエル 28 階） 30 名

13:30

▲

15:10

Tel 022-268-8044公益財団法人せんだい男女共同参画財団
http://www.sendai-l.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

8月31日（土）～みやぎ県民大学「食中毒とその予防法」
（全 3 回）
実施機関　東北生活文化大学短期大学部

東北生活文化大学短期大学部内 50 名

13:00 ▲ 15:00（第1・2回）　17:00（第3回）

Tel 022-272-7513宮城県教育委員会
申込期間　7 月 22 日（月）～ 8 月 20 日（火）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

8月24日（土）仙台藩志会公開歴史講座　伊達学塾「仙
台藩の和算史」
講　師　黒須　潔（仙台郷土研究会理事）

仙台市戦災復興記念館　5 階会議室

14:00

▲

Tel 022-392-7729仙台藩志会
参加資料代 700 円

場　所

主催者 問合先

備　考

これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

7
JUL

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

8
AUG

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com
まなびのめ│ 検索

8
AUG

　学校でならった日本史にも世界史にも、まるきり興味をもてなかった。
　「その時代自分がもし生きてたらそうであったであろう、農民はなにを考えて
何歳で何をして何を夢見てどんなふうに暮らしてたのか」「あの畑には何が植わっ
ているのか、それがこの土地で栽培されるようになったのはいつ頃からで、なぜ
なのか」「妖怪はいつまでいて、いついなくなった（ようにみえる）のか」とい
うような、私の知りたいことに対して、ほとんど何の手掛かりも得られなかった。
　大名よりも足軽のことが知りたかった。どんな人がどんなふうにかり出され
て、何食って、なに考えて、村に戻ることができたなら、家族に何を話したの
か。話さなかったのか。神や仏を信じたのか。いったい何を信じたのか。大学
で林学を勉強し、山林の生態学を学ぶうえで避けて通れない、木地師のこと、
たたら製鉄のこと、炭焼きや山仕事、猟、山の神さまのこと、山が神さまだっ
たこと…こういうことの歴史をもっとちゃんと勉強したいと思った。 しかし
こういうことは、日本の歴史のはずなのに、日本史ではないようだった。一体
どこ見たら書いてあるの？
　きょう仙台市博物館でおこなわれた「仙台藩を守る！─藩主と夫人たち─」
と題された講演・討論会は「女性からみた仙台藩」「天保飢饉のころの領民か
らみた藩主、伊達家」という、まさに自分がずーっと知りたくて、日本史の教
科書には書いてないこと。
　私は普段「宮城歴史資料保全ネットワーク」の、被災した古文書のレスキュー
活動に参加し、古文書読解の勉強をしている。日頃目にしている文書を読み解
くことのなかに、私が知りたかったことがたくさん含まれているのだなあ…。
そっか。古文書勉強しよう！と改めて思った。� （ばたこ）

 
■ 記念講演会・討論会「仙台藩を守る！─藩主と夫人たち─」

2013 年 6 月 15 日（土）　仙台市博物館


